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一
、
附
近
散
策

①
高
屋
山
上
陵
　
（前
項
参
照
）
い
わ
た
お
び

②
高
千
穂
官
跡

・
石
膿
神
社

（石
帯
神
社
）
　

北
東
へ
二
〇
〇
ｍ

③
隼
　
人
　
塚
　
熊
襲
の
供
養
塔
、
隼
人
駅
南
約
三
〇
〇
ｍ

④
蛭
兒
神
社

・
奈
気
木
杜

・
西
郷
ど
ん
の
宿

天
蛭
子
命
の
漂
着
地
、
楠
老
樹
、
金
筋
竹
あ
り
　
北
東
約
二
血

⑤
国

分

寺

跡
　
国
府
の
地
　
東
約
三
ｈ

⑥
日
当
山
温
泉
　
湯
量
豊
富
な
温
泉
地
帯
で
南
州
翁
も
愛
で
し
温
泉
と
い
う
　
北
東
約
三
』

⑦
妙

見

温

泉
　
湯
量

・
湯
種

・
湯
治
場
が
豊
富
で
坂
本
龍
馬

・
お
り
ょ
う
入
湯
の
温
泉
あ
り

北
約

一
〇
ｋｍ

③
熊
　
襲
　
穴
　
熊
襲
の
居
住
跡
と
伝
え
ら
れ
中
に
百
畳
敷
の
広
間
あ
り
　
北
約

一
〇
ｋ皿

⑨
和
気
公
誦
居
地

。
和
気
神
社

・
犬
飼
ノ
滝
　
北
約

一
三
ｋｍ

⑩
嘉

例

川

駅
　
北
約

一
五
ｋｍ

⑪
横
　
川
　
駅
　
北
約
三
〇
ｋｍ

⑫
上
野
原
遺
跡
　
東
約
十
五
ｋｍ

⑬
十
三
塚
原
公
園
　
西
約

一
〇
ｋｍ

（末
尾
地
図
参
照
）

一
、
信
仰
玩
具

御
祭
神
の
豊
富
な
神
話
に
因
む
数
々
の
信
仰
玩
具
は
全
国
に
有
名
で
あ
り
情
緒
豊

か
な
野
趣
と
色
彩
を
示
し
て
い
る
。

海
幸
山
幸
の
神
話
に
因
み
御
祭
神
の
釣
針
を
呑
み
と
っ
た
赤
女
魚
に
模
し
た
も
の

俗
に
香
箱
と
も
呼
ぶ
、
豊
玉
比
売
命
が
御
輿
入
の
時
の
御
調
度
を
玩
具
化
し
た
も

の
で
、
大
胆
な
花
模
様
素
朴
な
雅
趣
を
表
現
す
。

は
つ
つ
づ
み
、
俗
に
ぼ
ん
ば
ち
と
称
す
、
初
午
祭
当
日
鈴
懸
馬
に
飾
る
豆
太
鼓
を

模
し
た
も
の
。

朱
色
の
小
鈴
で
、
原
始
的
な
形
と
古
雅
な
音
と
が
風
趣
を
表
現
す
。
各
戸
口
に
吊

し
て
魔
除
と
し
て
い
る
。

鳩
笛

（八
幡
宮
の
御
使
）
笛
太
鼓

（御
祭
神
の
山
遊
び
に
使
わ
れ
た
と
い
う
）
羽

子
板

（神
功
皇
后
御
懐
妊
で
御
出
征
の
時
ヨ
ロ
イ
と
の
間
に
御
使
用
に
な
つ
た
と

伝
う
）
は
じ
き
猿

（藤
祭
に
出
る
厄
除
け
を
意
味
す
る
）
等
が
あ
る
。

化 角周

粧

箱 車



相禦
殿 神

大
隅
國
芝
宮

鹿
児
島
神
宮
由
緒
略
記

一
、
鎮

座

地

交
通
の
便
ｏ
日
豊
本
線
隼
人
駅
よ
り
　
徒
歩
十
五
分

鹿
児
島
県
霧
島
市
隼
人
町

・
肥
薩
線
日
当
山
駅
よ
り
　
徒
歩
十
五
分

・
鹿
児
島
空
港
よ
り
　
　
　
車
　
一
一十
分

天
津
日
高
彦
穂
穂
出
見
尊

（山
幸
彦
）
　

豊
玉
比
売
命

帯
中
比
子
尊

（仲
哀
天
皇
）
　

息
長
帯
比
売
命

（神
功
皇
后
）

品
陀
和
気
尊

（応
神
天
皇
）
　

中
比
売
命

（同
皇
后
）

一
、
細
け
系
´
ヽ
，
．
．
統
　
天
照
大
御
神

（伊
勢
神
官
）
―
天
忍
穂
耳
尊

（英
彦
山
神
官
＝
福
岡
県
）
―
瑣
現

う
　
が
　
や

ふ
き
あ
え
ず

杵
尊
（霧
島
神
宮
）
―
彦
穂
穂
出
見
尊
（当
官
）
―
鵬
鴎
葺
不
合
尊
（鵜
戸
神
宮
）
―

神
日
本
磐
余
彦
尊

（神
武
天
皇
＝
宮
崎
神
宮
）

一
、
由
緒
概
要

鹿
児
島
神
宮
の
御
祭
神
は
海
幸
山
幸
の
神
話
に
よ
る
と
こ
ろ
の
社
で
創
祀
は
遠

く
神
代
に
あ

っ
て
、
又
皇
孫
神
武
天
皇
の
御
代
な
り
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
。
御
祭

神
彦
穂
穂
出
見
尊

（別
名
山
幸
彦
）
は
筑
紫
の
国
開
拓
の
祖
神
に
坐
し
ま
し
こ
の

地
に
高
千
穂
宮

（皇
居
）
を
営
み
給
い
、
五
百
八
十
歳
の
長
寿
に
亘
ら
せ
ら
る
る

間
農
耕
畜
産
漁
猟
の
道
を
指
導
し
民
政
安
定
の
基
礎
を
つ
く
り
給
う
た
御
祭
神
で

あ
る
。
俗
に
正
八
幡
、
国
分
正
八
幡
、
大
隅
正
八
幡
等
と
称
し
全
国
正
八
幡
の
本
宮
で

も
あ
り
ま
す
。
醍
醐
天
皇
の
延
喜
の
制
に
は

（九
〇

一
年
）
大
社
に
列
し
大
隅
國

一
之
宮
と
し
て
朝
野
の
崇
敬
特
に
篤
く
営
繕
の
費
は
三
州
の
正
税
を
以
て
充
て
ら

れ
後
鳥
羽
天
皇
建
久
年
間

（
一
一
九
八
年
）
に
は
社
領
二
千
五
百
余
町
歩
の
多
き

に
至
り
江
戸
末
期
ま
で
千
石
を
有
し
て
居
た
。

明
治
四
年
国
幣
中
社
、
同
七
年
神
宮
号
宣
下
官
幣
中
社
、
同
二
十
八
年
官
幣
大
社

に
夫
々
列
格
す
。

昭
和
十
年
昭
和
天
皇
の
行
幸
を
仰
ぎ
勅
使
皇
族
の
御
参
拝
は
二
十
余
度
に
及
ぶ
。

現
社
殿
は
桃
園
天
皇
の
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
年
）
島
津
重
年
公

（十
四
代
）
の

造
営
に
な
る
も
の
で
あ
る
。



一
、
主

な
祭

典
並

に
特

殊

神
事

例
　
　
　
祭
　
旧
八
月
十
五
日
　
満
月
の
十
五
夜
の
日
で
御
神
徳
を
仰
ぐ
由
緒
あ
る
日
で
あ
る
。

七
　
種
　
祭
　
一　
月

七

日
　
神
印
拝
戴
、
翁
舞
、
追
灘
式
あ
り
神
印
は
元
正
天
皇
奉
納

（七

二
三
年
）
の
物
で
之
を
額
に
押
戴
く
と
年
中
災
な
く
幼
児
は
特
に
生
育
障
な
し

と
い
わ
れ
る
。

初
　
午
　
祭
　
旧
正
月
十
八
日
　
御
神
馬
を
先
頭
に
鈴
懸
馬
多
数
が
人
馬

一
体
と
な
り
踊
り
な

が
ら
参
拝
す
る
、
全
国
に
類
例
の
な
い
神
事
で
畜
産
奨
励
の
御
神
徳
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

（近
時
こ
の
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
う
）

藤
　
　
　
祭
　
旧

〓
一
月

十

日
　
御
祭
神
が

「
わ
だ
つ
み
の
国
」
よ
り
御
帰
還
さ
れ
た
日
と
い

わ
れ
、
折
し
も
こ
の
季
節
は
藤
花
の
咲
き
匂
う
頃
な
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

御

田

植

祭
　
旧

五

月

五

日
　
数
十
名
の
早
男
早
乙
女
に
よ
る
古
色
豊
か
な
挿
秩
の
儀
が
あ
り

田
ノ
神
舞
、
ト
ド
組
、
棒
踊
等
の
奉
納
が
あ
る
。
（こ
の
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
う
）

七
　
夕
　
祭
　
境
内
に
七
夕
飾
り
の
奉
納
が
あ
る
。
こ
の
祭
典
に
合
わ
せ
ご
神
宝
潮
満
珠
潮
千

珠
以
外
の
宝
物
数
十
点
が
風
入
れ
の
為
陳
列
さ
れ
る
の
で
拝
観
の
好
機
で
あ
る
。

御
浜
下
り
祭
　
十
月
第
三
週
日
曜
日

「放
生
会
の
大
路
」
と
古
記
に
記
述
さ
れ
る
道
を
通
り
隼

人
塚
に
て
慰
霊
祭
並
に
御
神
幸
地
浜
御
殿
ま
で
行
列
を
組
み
、
浜
下
り
の
神
事

を
執
り
行
う
。

一
、
宝

　

物

御
祭
神
が
海
の
国
に
て
受
け
ら
れ
た
潮
満
珠
潮
干
珠
を
初
め
甲
冑
、
古
印
、
鏡
、

馬
角
、
瑠
璃
屏
風
、
青
磁
鉢
、
唐
金
花
入
其
他
が
あ
る
。
特
に
甲
冑
三
領
は
文
部

省
の
重
要
美
術
品
認
定
を
う
け
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
出
陳
さ

れ
て
い
る
。

刀
剣
秋
広

（重
文
）
は
、
黎
明
館
に
出
陳
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は

（国
宝
を

含
む
）
は
終
戦
時
押
収
さ
れ
て
未
だ
に
不
明
で
あ
る
。

一
、
御

　

陵

高
屋
山
上
陵

（た
か
や
の
や
ま
の
う
え
の
み
さ
さ
ぎ
）
と
称
し
溝
辺
町
に
あ
り
、

当
官
よ
り
西
北

へ
約
二
〇
ｈ
で
台
地
の
上
に
鰻
頭
型
を
し
て
い
る
。
鹿
児
島
空
港

に
近
い
。
当
町
及
び
加
治
木
町
よ
リ
バ
ス
の
便
が
あ
る
。

（末
尾
地
図
参
照
）


